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誤
解
さ
れ
て

い　

る 〝
名
言
の
地
〟

坂
坦
道
作　

　

の 「
羊
ヶ
丘
」像

 

「
ボ
ー
イ
ズ
・
ビ
ー
・
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
」
と
言
い

残
し
て
札
幌
農
学
校
（
現
北
海
道
大
学
）
初
代
教

頭
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス
ミ
ス
・
ク
ラ
ー
ク
博
士
が

去
っ
た「
別
れ
の
地
」で
あ
る
旧
島
松
駅
逓
所（
北

広
島
市
島
松
）
の
あ
る
場
所
を
中
心
に
馬
上
の

ク
ラ
ー
ク
像
を
建
立
し
よ
う
と
い
う
運
動
が
高

ま
り
を
見
せ
て
い
る
。
２
年
後
の
２
０
２
２
年

秋
の
建
立
を
目
指
し
、
来
春
か
ら
募
金
活
動
な

ど
を
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。

（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　

黒
田　

伸
）

　

島
松
駅
逓
所
の
位
置
に
つ

い
て
は
、
当
時
島
松
川
の
右

岸
に
あ
り
、
現
在
の
恵
庭
市

　

建
立
を
目
指
し
て
い
る
の

は
、
北
広
島
市
内
に
本
拠
を

持
つ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ク
ラ
ー
ク

別
れ
の
地
・
久
蔵
の
里
普
及

促
進
会
（
五
十
嵐
恒
夫
理
事

長
）。
11
月
５
日
の
理
事
会

で
、
馬
上
の
像
の
デ
ザ
イ
ン

を
ど
う
す
る
か
、
建
設
資
金

の
調
達
な
ど
に
つ
い
て
意
見

が
交
わ
さ
れ
た
。

　

ク
ラ
ー
ク
博
士
は
、
１
８

７
６
（
明
治
９
）
年
７
月
に

来
日
し
て
札
幌
農
学
校
に
赴

任
。
実
質
的
な
校
長
と
し

て
、
学
生
た
ち
に
大
き
な
影

響
を
与
え
、
約
９
ヵ
月
の
滞

在
の
後
、
翌
１
８
７
７
（
明

治
10
）
年
４
月
16
日
に
札

幌
・
創
成
川
沿
い
に
あ
っ
た

開
拓
使
庁
舎
前
で
別
れ
を
告

げ
て
、
農
学
校
の
学
生
た
ち

と
教
授
陣
、
役
人
ら
約
20
人

と
と
も
に
馬
で
旧
道
を
南
下
。

同
日
昼
ご
ろ
、
札
幌
か
ら
南

東
へ
20
㌔
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に

あ
っ
た
札
幌
郡
月
寒
村
字
島

松（
現
在
の
北
広
島
市
島
松
）

の
島
松
駅
逓
所
で
休
憩
し
た
。

　

馬
で
の
移
動
が
一
般
的
だ

っ
た
当
時
、
道
内
に
は
い
く

つ
も
の
駅
逓
所
が
あ
り
、
馬

を
交
換
し
、
休
憩
や
宿
泊
を

す
る
場
所
と
な
っ
て
い
た
。

　

一
行
は
、
そ
こ
で
小
一
時

間
程
度
、
散
策
を
楽
し
ん
だ

後
、
別
れ
際
に
馬
上
か
ら
学

生
た
ち
に
言
っ
た
の
が
「
ボ

ー
イ
ズ
・
ビ
ー
・
ア
ン
ビ
シ

ャ
ス
」
だ
っ
た
と
さ
れ
る
。

島
松
沢
に
当
た
る
た
め
、
北

広
島
と
恵
庭
市
で
論
争
に
発

展
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

ン
ピ
ッ
ク
（
昭
和
47
年
）
を

ピ
ー
ク
に
、
多
く
の
観
光
客

が
観
光
バ
ス
で
訪
れ
る
よ
う

に
な
り
、
北
大
側
が
研
究
活

動
に
支
障
が
出
る
と
し
て
観

光
バ
ス
の
構
内
へ
の
入
場
を

禁
止
す
る
事
態
と
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
札
幌
観
光
協
会
が

開
拓
者
精
神
を
伝
え
る
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
、
ク
ラ
ー
ク
博

士
の
来
道
１
０
０
年
に
当
た

る
１
９
７
６
（
昭
和
51
）
年

に
羊
ケ
丘
展
望
台
に
新
た
な

ク
ラ
ー
ク
像
を
建
立
し
た
。

　

羊
ケ
丘
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
に
は
「
開
拓
の
父
」
と

書
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
の
後
、
教
え
子
た
ち
の
な

か
に
新
渡
戸
稲
造
や
内
村
鑑

三
ら
の
知
識
人
が
生
ま
れ
た

こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
、
自

由
と
平
等
、
博
愛
と
自
主
・

独
立
の
「
ク
ラ
ー
ク
精
神
」

を
北
海
道
に
植
え
付
け
た
教

育
者
と
い
う
評
価
の
方
が
当

て
は
ま
る
。

徒
出
陣
で
南
方
軍
と
し
て
戦

地
に
赴
き
、
バ
ン
コ
ク
で
終

戦
を
迎
え
る
。

　

捕
虜
と
し
て
10
ヵ
月
間
、

収
容
所
で
暮
ら
し
、
帰
国
後

は
札
幌
北
辰
中
学
の
美
術
教

諭
と
な
っ
て
結
婚
。
長
女
・

和
何
子
さ
ん
が
生
ま
れ
て
い

る
。

　

そ
の
後
、
北
海
道
女
子
短

期
大
学（
の
ち
の
北
翔
短
大
）

教
授
な
ど
に
就
き
、
北
海
道

を
代
表
す
る
彫
刻
家
と
し
て

の
地
位
を
築
い
た
。
56
歳
の

時
の
作
品
が
ク
ラ
ー
ク
像
だ

っ
た
。

　

娘
の
和
何
子
さ
ん
（
札
幌

　

そ
の
後
、北
広
島
市
が「
ア

ン
ビ
シ
ャ
ス
・
シ
テ
ィ
ー
」

と
し
て
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

を
決
め
て
発
信
を
始
め
、
ク

ラ
ー
ク
博
士
は
、
北
広
島
市

内
で
名
言
を
残
し
た
と
し
て
、

市
民
ら
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
立
ち
上

げ
、
当
時
の
別
れ
の
場
面
と

同
じ
よ
う
な
「
馬
上
の
像
」

建
立
へ
向
け
、
活
動
を
続
け

て
い
る
。

 

「
札
幌
・
羊
ケ
丘
の
ク
ラ
ー

ク
像
が
あ
ま
り
に
も
有
名
で
、

道
民
で
さ
え
羊
ケ
丘
で
名
言

を
残
し
た
と
思
っ
て
い
る
。

正
確
に
史
実
を
伝
え
て
、
ク

ラ
ー
ク
博
士
の
偉
業
を
改
め

て
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
も

名
言
を
残
し
た
地
に
ど
う
し

て
も
馬
上
の
像
が
必
要
だ
と

考
え
ま
し
た
」

　

と
同
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
理
事

の
一
人
は
強
調
す
る
。

　

観
光
地
で
あ
る
札
幌
・
羊

ケ
丘
展
望
台
を
訪
れ
る
多
く

の
観
光
客
は
、
展
望
台
前
の

牧
草
地
の
前
に
立
つ
ク
ラ
ー

ク
像
の
イ
メ
ー
ジ
が
脳
裏
に

刷
り
込
ま
れ
、
ク
ラ
ー
ク
が

右
手
を
水
平
に
上
げ
な
が
ら

「
ボ
ー
イ
ズ
…
」
と
言
っ
た

と
信
じ
て
い
る
人
が
多
い
。

　

ま
た
、
少
し
歴
史
を
勉
強

し
た
人
は
、
北
大
構
内
に
あ

る
ク
ラ
ー
ク
の
胸
像
を
見
て
、

北
大
の
前
身
の
札
幌
農
学
校

で
学
生
を
前
に
し
て
語
っ
た

と
思
っ
て
い
る
人
も
多
い
だ

ろ
う
。

　

北
大
構
内
の
胸
像
が
有
名

に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
40
年

代
の
こ
と
。
札
幌
冬
季
オ
リ

　

羊
ケ
丘
の
像
の
作
者
を
た

ど
っ
て
い
く
と
、
ク
ラ
ー
ク

像
を
め
ぐ
る
当
時
の
状
況
が

見
え
て
く
る
。

　

銅
像
は
、
北
海
道
を
代
表

す
る
彫
刻
家
の
坂
坦
道
氏
が

「
丘
の
上
の
ク
ラ
ー
ク
」
と

い
う
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
て
、

完
成
さ
せ
た
。

　

坂
氏
は
１
９
２
０
（
大
正

９
）
年
に
石
川
県
能
登
市
の

画
家
一
家
に
生
ま
れ
、
小
学

校
３
年
生
の
と
き
に
母
親
と

と
も
に
札
幌
に
移
り
住
ん
だ
。

画
家
を
志
望
し
た
が
色
弱
だ

っ
た
た
め
、
彫
刻
家
の
道
を

歩
み
始
め
る
。

　

１
９
３
８
（
昭
和
13
）
年

に
北
海
中
学
（
の
ち
の
北
海

高
校
）
を
卒
業
し
、
東
京
美

術
学
校
彫
刻
科
（
の
ち
の
東

京
芸
大
）
に
進
学
。
だ
が
学

ク
ラ
ー
ク
が
別
れ
の
言
葉
を
告
げ
た
旧
島
松
駅
逓
所
▼

▶︎
洋
画
家
・
田
中
忠
雄
作『
島
松
で
の
別
離
』（
道
赤
レ
ン
ガ
庁
舎
内
）

ク
ラ
ー
ク
博
士
別
れ
の
地
に

「
馬
上
の
像
」建
設
気
　
　
運

高
ま
る

特
集〜「

ボ
ー
イ
ズ
・
ビ
ー
・
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
」の
真
意
〜

島
松
駅
逓
所
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